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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月27日(2007.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【特許請求の範囲】
【請求項１】　ネットワークに接続したデバイスを検出する方法であって、
　リモートネットワークホスト上で動作しているリモートコマンドプロセスにスキャン要
求を送るステップと、
　前記ネットワークホストを前記リモートコマンドプロセスでスキャンして、前記ホスト
にデバイスが接続しているかどうかを決定するステップと、
　前記ネットワークホストにデバイスが接続しているかどうかを示す、前記リモートコマ
ンドプロセスからの前記スキャン要求への応答を受け取るステップと、
　を備えて成る方法。
【請求項２】　コントローラプロセスを用いて前記スキャン要求を前記リモートコマンド
プロセスに送る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】　前記ネットワークホストを前記リモートコマンドプロセスでスキャンする
前記ステップは、前記リモートコマンドプロセスからホストのアプリケーションプログラ
ムインターフェースにスキャン要求を送るステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】　前記ネットワークホストを前記リモートコマンドプロセスでスキャンする
前記ステップは、さらに、前記アプリケーションプログラムインターフェースからデバイ
スアドレスを受け取るステップと、
　該アドレスを通して直接、前記デバイスからの情報を要求するステップと
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】　ホスト検索プロセスでリモートコマンドプロセスを実行しているそれぞれ
のネットワークホストの更新リストを維持するステップをさらに含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】　前記スキャン要求を送る前に前記リストに情報を求めるステップをさらに
含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】　多数のスキャン要求を、ネットワークホスト上で動作している複数のリモ
ートコマンドプロセスに平行して送るステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】　前記検出したデバイスに関する情報を、前記コントローラプロセスを用い
てユーザに通信するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】　ネットワークに接続したデバイスを検出するデバイス検出システムであっ
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て、
　リモートネットワークホスト上で動作しているリモートコマンドプロセスにスキャン要
求を送る手段と、
　前記ネットワークホストを前記リモートコマンドプロセスでスキャンして、前記ホスト
にデバイスが接続しているかどうかを決定する手段と、
　前記ネットワークホストにデバイスが接続しているかどうかを示す、前記リモートコマ
ンドプロセスからの前記スキャン要求への応答を受け取る手段と、
　を備えて成るデバイス検出システム。
【請求項１０】　ネットワークに接続したデバイスを遠隔地から検出するデバイス検出シ
ステムであって、
　第１のネットワークホスト上で動作しているコントローラプロセスであって、スキャン
要求をリモートネットワークホストに送るように構成されている、コントローラプロセス
と、
　第２のネットワークホスト上で動作しているリモートコマンドプロセスであって、前記
コントローラプロセスが送る前記スキャン要求を受け取り、前記第２のネットワークホス
トのスキャンを開始して、前記第２のネットワークホストにデバイスが接続しているかど
うかを決定するように構成されている、リモートコマンドプロセスと、
　を備えて成るデバイス検出システム。
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